2010年末（12月）

　2010年のホリデーシーズンとなりました、皆様が家族や友人と素晴らしく楽しい一時を過ごされることを願います。我々は、患者さんの健康や自己像を改善するというなんと素晴らしい仕事を楽しんでいることでしょう・・・しかもその上に、愛する家族を養うだけの多くの収入を与えてくれます。厳しい時期でさえ、多くの親は子供達が出来るだけ健康であるように犠牲を払います。それだけになお一層、我々の患者さんに出来うる限りの最善の治療を行うのです。

　“世界を飛び回っている”私は、6カ国で11回の講演を行った6週間の講演旅行から戻ったばかりです。中国から始まり（西安、武漢、上海）、それからジャカルタ、インドネシア。それから、サウスウェストのアングルミーティングのために日本の京都に行き、日本のアレキサンダー研究会のたくさんの友達と会うことが出来ました。

　日本から海を越えて、我々のイタリアの研究会が健在なミラノへ行きました。いくつかの素晴らしい発表を聴き、私のナポリでの２回の講演は、概ね好評のようでした。

　旅行のハイライトは、歴史的な街のフィレンツェで行われた、“イタリア矯正歯科学会”での最後の講演者となったことでした。聴衆は素晴らしく、イタリアの我々の研究会からも多くの応援がありました。

　来るべき2011年4月のアレキサンダーシンポジウムについて慎重に検討しました。私は、イタリアの友人達からの多大な尽力を期待しています。

　この間に、野球チームのテキサスレンジャーズがワールドシリーズを戦っていました・・・このチームの歴史上初めての事です。なんと旅行のタイミングの悪いことか！J

　旅行の最後の行程は、リトアニアのヴィルニウスとポーランドのポスマンでの非常に良くまとめられた講演でした。この成功裡に終わった講演旅行にご参加いただいた皆様に感謝します。

　2011年のインターナショナルシンポジウムに向けて、時間を作っておいて下さい。

アレキサンダー ディシプリン インターナショナル シンポジウム

2011年4月1-2日、イタリア、ローマ

ADIシンポジウムは、世界中からの様々な才能ある講演者達が揃った2日間の臨床的なプログラムです。2011年シンポジウムのテーマは・・・、

“テクノロジー、効性と安定性：盤石な基盤への鍵”

参加登録は:http://www.power2reason.org/rome01.htm
